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令和元年「冬の交通安全運動」の実施 
令和元年 11 月 11 日(月)～11 月 20 日(水)までの間、令和元年「冬の交通安全運動」が行わ

れます。北海道の運動重点「高齢者の交通事故防止」「スリップ事故の防止」「飲酒運転の根
絶」に留意し、下記の事業用トラック向けの対策に積極的に取り組み安全意識を高め、重大事
故を防止しましょう。    
【【運運転転者者のの皆皆様様へへ】】(北ト協実施要領～HP お知らせ参照) 
 

最重点推進事項  
 追突事故防止 
 スピードダウン、車間時間 3～4 秒以上保持、危険を予測した運転で追突事故を防止 
 交差点事故防止 
横断歩道手前の最徐行又は一時停止、左右等の確実な確認運転で交差点事故防止 
 飲酒運転の根絶 
飲酒運転の危険性とその代償を再認識するとともに、点呼等におけるアルコール検知は、自ら

積極的に受け、二日酔いなど酒気帯びがないか確認して飲酒運転を絶対しない。 
 
重点推進項目  
子供と高齢者の交通事故防止 

子供と高齢者の傍を通過する際は、十分に速度を落とすなど、歩行者優先を守り、思いやりの
ある運転を励行する。 

 歩行中・自転車乗用中の交通事故防止 
① ディ・ライト及び暗い道等でのハイビームとロービームの細めな切替えで夕暮れ時と夜間

における歩行者、自転車事故を防止する。 
② また、昼間よりも控えめの速度での走行や交差点通過時における車両周辺の歩行者等

の安全確認を確実に行う。 
運転中の携帯・スマートフォンの使用禁止 

① 運転中の携帯電話による通話やスマートフォンの操作を絶対に行わない。 
② 運転に集中するため、運転室内の伝票、ペットボトルなど物が落ちないよう整理 整頓す

る。 
高速道路における事故の防止 

高速道路における事故は、高速道路に入り１時間以内に多く発生しているため、高速道路に
入った後は、可能な限り早い段階で休憩をとり、重大事故を防止する。 

 トレーラ事故の防止 
横転や荷崩れ等のトレーラ事故を防止するため、海上コンテナの固定方法や鋼材の固縛方

法の再確認を徹底する。 
過労運転等の防止 

① 乗務中は、適度な緊張感を保持し、自己管理を行うとともに眠気や疲れを感じたら、車両
を適切な場所に止め休憩する。 

② 渋滞等で遅延が生じても、焦らずにまず管理者へ連絡する。 
スリップ事故の防止 

① 早朝、夜間は路面凍結のおそれがあるため早めのタイヤに交換を行う。 
② 運転感覚を夏道から冬道に切り替え、スピードダウン、早めのブレーキに心がけ、スリッ

プを防止する。特に、山間部や橋の上、トンネル付近などは、凍結のおそれがあり、路面
状況に応じて危険を予測した運転に努める 
 

適正な運転を阻害する あ・い・う・え・お の撲滅！ 
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